
 
平成23年1月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年2月1日～平成22年7月31日） 

 
平成23年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年2月1日～平成23年1月31日） 

 
平成23年1月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年2月1日～平成22年7月31日) 

 
平成23年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年2月1日～平成23年1月31日） 

修正の理由 
 当第2四半期累計期間におけるわが国経済は、国内株価の低迷や円高の加速に加え、不安定な雇用情勢や個人消費の
落ち込みにより、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。百貨店業界におきましては、政府の経済対策等の
効果もあり、消費マインドに一部改善の動きが見られたものの、先行き不安による慎重さが伺え、全国百貨店の売上高は
減少幅こそ縮小しているものの、29ケ月連続の前年割れが続くなど、厳しい状況が続いております。  
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年3月17日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 11,167 62 30 4 0.50
今回発表予想(B) 11,376 152 132 75 7.84
増減額(B-A) 209 90 102 71
増減率(%) 1.9 145.2 340.0 1,775.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年1月期第2四半期）

11,445 △1 △21 △16 △1.69

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 23,284 258 188 73 7.63
今回発表予想(B) 23,641 318 251 116 12.14
増減額(B-A) 357 60 63 43
増減率(%) 1.5 23.3 33.5 58.9
（ご参考）前期実績 
（平成22年1月期）

23,839 175 95 67 6.98

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 9,420 48 23 1 0.17
今回発表予想(B) 9,624 140 126 72 7.55
増減額(B-A) 204 92 103 71
増減率(%) 2.2 191.7 447.8 7,100.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年1月期第2四半期）

9,657 △11 △24 △16 △1.75

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 19,710 227 175 67 7.03
今回発表予想(B) 20,040 282 228 107 11.22
増減額(B-A) 330 55 53 40
増減率(%) 1.7 24.2 30.3 59.7
（ご参考）前期実績 
（平成22年1月期）

20,178 140 80 60 6.26



 このような環境のもとで当社は、「バレンタインギフトフェア」、春物商戦の「春華祭」、子供向けイベントによる親子三世代
の集客を狙った「ゴールデンウィークフェスタ」、また、エスカレーターサイドの展開を強化した「夏のクリアランス」を軸に、物
産展のイベントやカード会員向けのポイントアップキャンペーン等、集客力の向上に努め、積極的な営業活動を展開してま
いりました。加えて、外商顧客を中心とした美術品等の高額商品の売上が好調に推移し、売上高は前回予想に比べて204
百万円増加の9,624百万円となる見込みであります。 
 また、収支面におきましては、サービスの向上を図りながら、人的効率の改善による人件費の削減を始め、費用対効果を
見極めた経費管理を徹底し、諸経費の削減に努めてまいりました。この結果、営業利益は92百万円増加の140百万円、経
常利益は103百万円増加の126百万円、四半期純利益は71百万円増加の72百万円となる見込みであります。 
 また通期におきましては、今後の景気の先行きは依然不透明ではありますが、第2四半期累計期間の業績予想を基に、
見直しをしたものであります。 
 連結におきましては、個別の業績予想の修正及び連結子会社の直近の業績と今後の見通しを踏まえ修正するものであ
ります。 
 
 なお、上記の業績予想は現時点において入手可能な情報に基づくものであり、実際の業績は様々な要因により変動する
可能性があります。 

以 上


